
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和寒町ふくしのまちづくり基本構想（R6.3月策定） 
 

≪基本理念≫ 

  共愉（きょうゆ）するまちを創造する 

≪基本方針≫  

〇お互いを想い、愉しいまちづくりを追求する。 

〇誇れるまちとなる実践を展開する。 

〇誰しもが安心して住み続けることができる地域福祉を展開する。 

〇自分たちで考え自分たちで行動する。 

≪ビジョン≫ 

１ 最期まで暮らし続けることのできる特別養護老人ホームの体制構築 

２ あらゆる住民が安心して在宅生活を送ることができる在宅支援サービスの体制構築 

３ 子どもたちが大切にされる機能の構築 

４ あらゆる住民が活躍できることを実現する「しごとづくり」機能の構築 

５ 和寒町の特色である農業・食文化を推進する機能の構築 

和寒町「ふくしのまちづくり」について 

和寒町の特別養護老人ホーム「芳生苑」は昭和 51年の開設から、今年で４９年目を迎えます。しかし、施設

の老朽化に伴う修繕費の増加や、平成 27 年の介護保険制度改正による入所条件の変更（要介護 3 以上）

が影響し、入所者が減少する一方で人材を確保するための処遇改善などで人件費が増加し、施設運営が大

変厳しくなっています。そのような中、利用定員 100名の入所者が現在は半分以下となっています。 

  

 

(1)運営の赤字転換 

* 町社会福祉協議会が平成 20年から指定管理者 

として運営 

* 平成 27年度以降、経営が黒字から赤字へ転換 

* 現在、町から年間 1億円を超える指定管理料で運営 

 

 

平成 31年  旭川の社会福祉法人に民設民営による施設整備と運営を相談 

令和 2年～ 新型コロナウイルス緊急事態宣言により上記議論が停滞 

令和 4年  上記法人から「和寒町の要望に応えることは難しい」との回答により、議論は白紙へ 

令和 5年  町は、あらゆる人がこの町に住み続けられる地域福祉をめざす「ふくしのまちづくり 

基本構想」を策定 

 
詳しくは 

町のホームページ 

(基本構想、概要版） 

(2)老朽化した施設の管理 

* 大規模改修には多額の費用がかかる 

* 改修期間中、施設の機能を停止する必要がある 

* 平成３０年、町議会の調査報告など総合的に 

判断し、新たな施設整備が望ましいと結論 

* 民間活力の活用を検討 

町では、町民の誰もが安心して 

住み続けられるよう、 

高齢者福祉施設の機能とともに、 

障がいのある方々への就労支援など 

新たな機能をもつ福祉施設の整備に 

取り組んでいます。 

１ はじめに 

３ ふくしのまちづくり基本構想策定に至る経過 

２ 施設運営の課題 

令和 7年 3 月版

2025/03/21 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設費用の
財源内訳

地方債返済時
の財源内訳

その他起債・基金

約9.1億円
過疎債

約19.2億円
道補助金 約2.5億円

国からの支援（交付税措置：7割）

約13.4億円

今後の町負担額

約5.8億円

令和8・9年度の施設整備費 約30.8億円

町支援額 約28.3億円

51.6% 48.4%

(1) 施設整備と運営主体の検討 

令和 5年 12月 現在、施設を運営している町社会福祉協議会（以下「社協」という。）が、法人として 

「新たな施設を整備し運営することは困難」と町に回答 

        同月  町、議会、社協が「ふくしのまちづくり基本構想」策定に携わった「社会福祉法人ゆうゆう 

（以下「ゆうゆう」という。）」へ新たな施設整備と運営を要請 

令和 6年 1月  ゆうゆうが要請を受諾 

2月  町・ゆうゆう・社協で「ふくしのまちづくりに関する包括連携協定」を締結 

3月  町がゆうゆうと「ふくしのまちづくりに関する基本協定」を締結 

(2)新たな福祉施設の機能（案）                       R7.3.21 現在 

〇『特別養護老人ホーム』 利用定員 45名（1ユニット 15名×３ユニット） 

〇『共生型短期入所介護（ショートステイ）』 

特養の入退去のタイミングや入院などで空いている部屋を利用した短期間の預りサービス 

〇 高齢者の他、障がいをもつ子どもや大人が利用できる『共生型通所介護(デイサービス)』 

〇 高齢者や障害をもつかたへの『訪問介護、訪問看護、居宅介護支援事業』 

〇 『児童育成支援拠点』 

〇 『障がい者就労継続支援 B型』 

〇 年齢を問わず絵画や工作などで使える『創作スペース』 

〇 町民が勉強や仕事に利用できる『ワークスペース』 

〇 キッチンを備えた『食の拠点』  〇 60～100人ほどが集まれる『中央広場』 

〇 『仕事センター』でちょっとしたお仕事のマッチングやトレーニング 

〇 土間スペースや『ファーム広場』  

基本協定の内容 

◆ 新たな福祉施設を「ゆうゆう」が整備し、責任を持って運営をおこなう 

◆ 施設の建設用地は町が用意し、「ゆうゆう」に貸付 

◆ 建設費等は「ゆうゆう」が必要な補助金を確保し、その不足分を町が助成 

◆ 運営開始後 8年間、運営費用の赤字が出たときに町が支援 

◆ 「ゆうゆう」は持続可能な施設の体制構築に責務を持つ 

 

【町の財源】 

* 建設費を助成する町の財源は、返済額の７割を国から交付税という形で支援を受ける国の借金（過疎

対策事業債）と町の基金（貯金）などで対応。 

【概算事業費】(令和６～９年度まで４年間で) 

〇建設工事費      26億 9千万円         

〇設計・外構・備品費   5億 8千万円 

総事業費        32億 7千万円 

※うち 8・9年の事業費は 30.8億円 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

基本

計画

基本

設計

実施

設計
施設建設工事

継続的な福祉のまちづくりの推進

（サミット、ラボ、ワークショップなど）

運営

開始

予定

５ 概算事業費と建設スケジュール 

４ 新たな福祉施設の概要 ～中核となる福祉施設の基本計画～ 

※施設の居室以外は子ども

たちも利用できる空間に 

 

お問合せ先：和寒町保健福祉課 地域福祉推進室 ℡0165-32-2000 ✉chikifukushi@town.wassamu.lg.jp 

※令和 7年 2 月時点 


